
第8期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

富士見市

※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成してください

項目名 細目名
目標を設定するに至った
「現状と課題」

第８期計画における「取組」
「目標」

（事業内容、指標等）
中間

見直し
取組の具体的な実施内容、実績

自己
評価

評価の理由 課題と対応策 実施状況 公表の方法

富士見市

①自立支
援・介護
予防・重
度化防止

ボランティアの養
成と測定会の開催

新規要支援要介護認定者の平均年齢
が、他市や全国平均と比較しても若
い。早い段階から認定を受けている
ものと考えられ、認定を受ける前の
元気なうちから、高齢者自身がフレ
イル予防についての認識をもち、予
防対策がとれるような取組をすすめ
ることが必要である。

●フレイルサポーターの養成
市民の中からボランティアであるフレイルサ
ポーターを養成し、フレイルチェック測定会
の実施やフレイル予防を広める活動を担っ
ていただくことで、フレイル予防のまちづくり
を実践する。

●フレイルチェックの取組み（測定会など）
高齢者自身が、心身が衰えやすい生活につ
いての認識をもち、予防対策がとれるように
周知を図っていく。地域で行われるフレイル
チェックの測定会などを通して、フレイルの
兆候に気づき、主体的にフレイル状態の改
善に向けて取組めるよう支援する。

・フレイルサポーターの養成
　　　　　　　　　 （R3） 　  （R4）   　（R5）
開催回数　　　　  2　　　　　 2　　　 　 2
参加者数　 　　　60　　　　　90　　　120

・フレイルチェック測定会
　　　　　　　　　 （R3） 　  （R4）   　（R5）
開催回数　 　　 10　　　　 19　　　 　23
参加者数　 　　185　　　　365　　　 445

なし

・フレイルサポーターの養成
開催回数：2コース
修了者数：18人

・フレイルチェック測定会
開催回数：11回
参加者数：152人
サポーター数：112人

○

・フレイルサポーターの養成は目標人数に
は届かなかったが、サポーター活動として
測定会や高齢者サロン等への周知活動に
参加することができた。

・フレイルチェック測定会は、コロナの流行
により1回中止となった以外は予定通り実
施できた。

・公募でのフレイルサポーター養成を実施してい
るが、申込者は少ない状況のため、日ごろの介
護予防活動の中で、サポーターに向く人材の発
掘に努める。

・1回あたりの測定会への参加人数が目標を下
回る状況のため、周知不足が考えられる。会場
により、申込に偏りがあるため、周知の仕方に
工夫が必要である。

実施 市HP

富士見市

①自立支
援・介護
予防・重
度化防止

身近な通いの場の
充実

後期高齢者の増加とともに、関節疾
患や転倒・骨折などによる要介護等
認定者の増加が見込まれるが、これ
を予防するため、高齢者がいつまで
も歩く力を保ち、人との交流による
社会的な刺激が得られる「通いの場
づくり」が重要である。そこで、市
内全域に、歩いて通える身近な場所
での運動と社会参加ができる拠点を
つくり、介護予防活動をひろげてい
くことが課題である。

●ふじみパワーアップ体操クラブの拡充
筋力やバランス力など身体機能の維持向上
に効果的な取組みである「ふじみパワーアッ
プ体操」を身近な場所でできるよう、クラブを
増やしていく。従来から使用している会場以
外の会場確保についても検討していくととも
に、体操の動画は市ホームページにて配信
して、一層の活用に努めていく。

・ふじみパワーアップ体操クラブ
　　　　　　　　　 （R3） 　  （R4）   　（R5）
クラブ数　　　　　60　　　　 62　　　 　64
参加者数　 　1530　　　1560　　　1590

なし

・ふじみパワーアップ体操クラブ
クラブ数：51クラブ
参加者数：932人

△

コロナ禍で、屋内で集団の活動となる体操
に不安を感じたり、会場借用ができなく
なったりして、解散するクラブや活動を休
止したままのクラブがあったため。

コロナ禍で会場借用ができなくなったり、高齢者
の外出自粛が求められたりして、活動継続の困
難さがあった。外出を控えることでフレイル状態
が悪化するリスクもあり、休止したままのクラブ
には再開への支援を強化していく。
また、引き続き専門職がクラブを巡回し、安心し
て活動に取り組めるよう支援を継続していく。

実施 市HP

富士見市

①自立支
援・介護
予防・重
度化防止

集中型介護予防教
室の開催

体力や身体機能など要介護状態等に
陥りやすい機能の低下を防ぐため、
心身機能の維持向上を図り、活動的
な生活を継続していく方法を学習す
る機会と実践していく場が必要であ
る。

●はつらつ教室 フレイル予防コース
６ヶ月間（約20回）、集中的に教室に参加す
ることにより、心身機能の維持向上を目指
すとともに、教室卒業後も自主的に継続して
介護予防活動に取り組むことができるよう、
自主グループや体操クラブへの参加をすす
める。

●はつらつ教室　オーラルフレイル予防コー
ス
口腔機能の低下や、認知機能等に不安の
ある高齢者が、、全10回の教室に参加し
て、機能の維持向上を目指す。教室修了後
も自主的に継続して介護予防活動に取り組
むことができるよう、自主グループや体操ク
ラブへの参加をすすめる。

①はつらつ教室フレイル予防コース
②はつらつ教室オーラルフレイル予防コース

　　　　　　　　　　（R3）　　（R4） 　 （R5）
①開催回数　　　　80　　　　80　　　　80
①延べ人数　　 1200　　1200　　 1200

②開催回数　　　　10　　　　10　　    10
②延べ人数　　　150　　　 150　　  150

なし

①はつらつ教室フレイル予防コース
開催回数：67回
延べ人数：645人
改善20％、維持70％、悪化10％
卒業後の自主グループや体操クラブへの参加割
合78.7％

②はつらつ教室オーラルフレイル予防コース
開催回数：10回
延べ人数：139人

○
コロナ禍で集団での教室を望まない人もい
る中で参加人数は伸びなかったが、卒業
後の活動継続へ結びつけられたため。

卒業後の自主グループや体操クラブへの参加
割合は高いため、教室参加者を増やせるよう、
フレイルチェック測定会での虚弱高齢者を教室
参加へつなげられるよう働きかけていく。

実施 市HP

富士見市

①自立支
援・介護
予防・重
度化防止

地域ケア会議
の実施

自立支援に資するケアマネジメント
の実践力を高めるために、多職種が
参加して助言する地域ケア会議を定
期的に開催している。多職種からの
助言を受けて、その後に活かした成
果を確認する仕組みができていな
い。

●地域ケア個別会議
年３回各地域包括支援センター主催で、多
職種が参加して助言することにより、高齢者
の個別課題の解決を図るとともに、ケアマネ
ジャーの自立支援に資するケアマネジメント
の実践力を高める目的で開催している。会
議を通して自立支援の考え方や課題解決
能力についても高めることができるよう支援
していく。

●介護予防支援地域ケア会議
毎月市が主催し、多職種が参加して助言す
る会議で、地域包括支援センターの職員に
対し、自立支援に資するケアマネジメントに
ついて理解を深めてもらうとともに、ケアマ
ネジャーへの指導能力向上を目的としてい
る。

①地域ケア個別会議
②介護予防支援地域ケア会議

　　　　　　　　　（R3）　　（R4）　　（R5）
①開催回数　　　15　　　　15　 　　15
②開催回数　　　12　　　　12　 　　12

なし
①地域ケア個別会議　15回実施

②介護予防支援地域ケア会議　11回実施

○

コロナの影響により一部会議は中止となっ
てしまったが、状況を見ながらオンライン開
催をするなど、地域ケア会議を工夫しなが
ら開催することができたため。

多職種からの助言（支援方法や対応内容等）を
受けて、その後に活かした成果をフィードバック
する方策が確立できていないため、検証する評
価方法を関係者と議論し、早急に方策を見出し
ていく必要がある。

実施 市HP
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貴自治体において第８期介護保険事業計画に記載している内容

富士見市
②給付適
正化

給付実績の活用に
よる適正化

ケアプランの点検

要介護・要支援認定者等が心身の状
況に応じた、適切なサービスを受け
られるよう、居宅介護支援事業所や
介護サービス事業所への実地指導の
際、過度なサービス利用や加算の算
定がないか等、給付実績を活用しな
がら確認している。

●実地指導の計画的な実施

●ケアプランの点検

●給付実績の活用による適正化

①実地指導の計画的な実施
　　　　　　　　　　（R3）　　（R4）　　（R5）
　事業所数　　　 17　　　　12　　　　11

②ケアプランの点検
　　　　　　　　　　（R3）　　（R4）　　（R5）
　事業所数　　　　5　　　　　4　　　　　1
　点検件数　　 318　　　 320　　　254

なし

①実地指導の計画的な実施　　21事業所

②ケアプランの点検（現場訪問）  　7事業所

②ケアプラン点検数　合計　554件
  (1) ケアプラン点検（現場訪問）　　29件
　(2) ケアプラン点検（書面）　　　　 525件
　　・要介護認定有効期間の半数を超える短期
　　　入所のケアプランの点検　28件
　　・同居家族がいる場合の生活援助のある
　　　ケアプラン点検　22件
　　・その他書面によるプラン点検　　 475件

○

国保連からの適正化に係る帳票を見直
し、実地指導に入る前に確認すべき重点
ポイントを一覧にして、確認できるようにし
たことで、適正化の推進を図ることができ
たため。

書面によるプラン点検に関しては、点検数を絞
り、新規プランに重点を置いて確認を行うことで
適正化につなげるなど、効率的な方法を検討す
ることが課題と考える。

実施 市HP

富士見市
②給付適
正化

住宅改修の点検
介護給付費通知

等

介護給付費の適正化は、介護保険制
度の持続可能性を高める観点からも
必要不可欠であり、介護サービスを
必要としている要介護・要支援認定
者等が適切なサービスを受けられる
よう、介護給付適正化に努めてい
る。

●住宅改修・福祉用具の点検

●介護給付費通知等の情報公表の推進

●要介護認定の適正化・平準化

①住宅改修・福祉用具の事後点検
　　　　　　（R3）　 　（R4）　  　（R5）
　件数　　　　6　　　　　7　　　　　8

②介護給付費通知　年2回

なし

①住宅改修・福祉用具の事後点検
　　件数　　10

②介護給付費通知　年2回
○

住宅改修・福祉用具の事後点検は、介護
支援専門員への聞き取りを行うなど、新型
コロナウイルス感染予防の影響下でも可
能な手法で進めた。
また、介護給付費通知等による情報公表
の推進を通じて、自己のサービス利用状
況の再確認を行って頂く機会の提供を行っ
たたため。

適正化のためには工事後の点検だけではなく、
工事に入る前の書類確認を重視することが課題
と考える。担当者が変わることで書類確認の精
度が変わることのないよう対応する必要があ
る。

実施 市HP
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